
（予定も含みます）        

 
 
（申込は別紙申込書でお願いします）    （作成：実行行委員会メンバー「土木・環境しなの技術支援センター」。） 

§１ 牛伏川現地見学、意見交換会（予定） 

日時 18 日13：00 開始 16；30 終了 

(1) あいさつ  実行委員会     

(2) 牛伏川砂防工事の説明 （実行委員会） 

(3) 欧州の砂防技術と牛伏川階段工（西本元筑波大学教授） 

(4) 越中石工と牛伏川砂防の石積（とやま川の会） 

(5) 林相転換事業の経過と評価(砂防フロンティア） 

(6) 施設見学 （２ないし３班にわかれて） 

(7) 全体意見交換     

(8) まとめ      

事前申込みをお願いします。先着順80 名まで 

集合 松本駅12 時10 分まで 無料バスで往復します     

（松本合庁発は12 時）現地自車集合も可ですが、駐車場

に制限があるため、駐車場所は指定されます。 

 

§2  参加者交流会  

どなたも参加できます。各地からの参加者と交流します。     

日時 18 日18：00 開始  21：00 終了   

会場 松本市駅前 翠香園 ５階 

会費  5000 円（会費事前納入  下記口座へ事前振込） 

 

＊出席予定者： 記念行事参加者と 

実行委員会（地元関係者、長野県砂防課、松本建設事

務所、松本市建設部、教育委員会、国交省松本砂防事務

所、長野県砂防ボランティア協会など）から参加します。 

事前申込みをお願いします。【会費の振り込み先】 

 八十二銀行風間支店(227) 普通預金337699 

 しなの技術支援事務局（シナノギジュツシエンジムキョク） 

§3 石積み砂防シンポジウム（予定） 

日時 19 日9：00 開始 12；30 終了 (受付は8: 40～) 

場所 松本市伊勢町 Ｍウイング ６階ホール 

参加費無料 (申込みをお願いします) 

(1) あいさつ  実行委員会     

(2) 講演「重要文化財として評価された牛伏川階段工」 

松本市文化財審議会委員 後藤芳孝氏  

(3) 各地の事例発表（８月上旬現在） 

①選奨土木遺産別所砂留を守る会の活動(広島県) 

 ②福山藩神辺の砂留（広島県） 

 ③アカタン砂防文化の継承にむけて（福井県） 

 ④万内川の砂防施設（新潟県） 

 ⑤立山カルデラの初期の石積みえん堤（富山県） 

 ⑥薬師沢の砂防（長野県小川村）  

⑦芦澤川の砂防 (長野県麻績村) 

 ⑧とやま川の会の活動 

⑨岐阜県の石積み堰堤   

(4) 意見交換   

会場からの質問意見 地域を守ってきた砂防をどう継承

していくかなどについて意見交換 

(5) まとめとあいさつ  

※§２,3 は事前申込要。別紙にて9 月30 日まで 

※当日参加は可ですが、資料配布は申込者が優先です。

駐車場がありませんので、お車の場合は各自手配下さい。  

 

《記念式典》講演会、朗読劇、学習発表 

日時 19 日13 時15 分開始 1６時30 分終了 

場所 松本市伊勢町 Ｍウイング ６階ホール 

（午前と同会場）  

参加費無料   (申込みをお願いします.)  

(1) あいさつ  実行委員長、国交省砂防部長、県、市     

(2) 講演｢災害と伝承｣ 長野県立歴史館館長 笹本正治氏 

(3) 災害学習発表  松本市明善小学校 

(3) 朗読劇｢鶺鴒の女（せきれいのひと）｣ 

雪華の会（作：瓜生喬） 

 

牛伏川階段工完成 100 周年記念見学会及びシンポジウム

現地見学会・シンポジウムは、主テーマ：地域を守ってきた砂防の歴史を引き継ぐには  
サブテーマ：石積み砂防の技術、砂防遺産の技術とは 

以上のテーマを中心に意見交換、事例発表などで各地の団体、参加者間の交流を深めます。 

シンポジウム会場 
Mウイング 

交流会会場 

本行事は建設コンサルタンツ協会のCPD、技士会のCPDSの

認定をうけています。事前申込者には証明書を発行します。 

松本駅 


